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会報 第２６号 ２００８年   The Friendship Force of Osaka 

 
 

森本 吉彦 

1 月 20 日開催の「総会」で大下すみ子前会長の後任として会長に
選任されました森本でございます。大下さん、永らく本当に有難うご

ざいました。この機会に新会長としてご挨拶申し上げます。さて、会

長とはなんなのか?  単純明快。駅伝のランナーです。たすきを受け
取り次のランナーに手渡すまで走る。そういう存在です。 
でも、その「走り方」は工夫せねばなりません。新会長として何を

やるの?  答えはたった 2 つです。つまり、従来の路線を踏襲するも
のと何か新規なものもやりたい。新しい何かをやらないようでは新人

が就任する意味なんてありませんから。「組織の活動」には 2 つあり
ます。対内活動と対外活動。まず基盤を固める。大阪クラブの会員同

士がよりよく知り合える機会をもっと持ちたいですね。そうです、すべては参加から始まります。その意味で

はあの総会に 40 数名も集まって下さったのは嬉しい事でした。3 月 24 日からインドのナシク・クラブから
17 人が来訪されます。その際のいろんな行事にぜひ積極的にご参加下さい。そこではインドの方々だけでは
なく、大阪クラブの仲間ともより深く知り合うようにしましょう。 
 10 月にはハワイ・カウアイ島に渡航します。多数のご参加をお願いします。また、国内の他クラブとの交
流も新たに始めたいなあ、と思っています。「日々これ新たなり」の気持ちで、皆様と一緒にこの大阪クラブ

を一層元気にしてまいりましょう。 

  会長任期を振り返って  大下 すみ子 

 ２００３年から５年間に亘っての会長任務を終えて、清々しく、また、ほっとした気持ちでいます。これと

いうのも森本さんという頼もしい後継者に恵まれたこと、大阪クラブが長年の近畿コカコーラボトリング（旧

名）の支援から完全に離れて財政的に独り立ちできるようになったこと、新委員が増えて委員会体制が整い渡

航や受け入れの各活動に全員が参加・協力する態勢になったこと、また、定例会や各行事の会場手配がスムー

スに出来るように地域に根付いてきたからです。 
任期中での一番大きな思い出はやはり、２００5年の日本大会を大阪クラブが担当したことです。大きな不
安の中で準備に精魂を傾け、委員の皆様方のご協力とご尽力、一般会員の方々がこの時にこそと、大勢参加し

てくださったことが、日本大会を成功に導いたものと思います。その期間に会長をさせていただいた私は本当

に幸運だったと存じています。 
このようにして、大過なく５年を終わることが出来たのも、ひとえに皆様のおかげだと心から感謝していま

す。今後は新会長の補佐として、大阪クラブのさらなる発展に尽くしたいと存じています。 
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第 ６ 回 総 会 開 催 さ れ る 
 F.F大阪の第６回総会は、２００８年１月２０日午後、
ヒルトンプラザイースト店｢四季自然喰処たちばな｣にお

いて開催されました。今回は見学者を含め、４０数名と

いう多数の出席者があり、大変盛会でした。会員出席者

39名、委任状 21、合計 60名で総会は成立。 
司会・森川育子、議長・池田政綱により議事進行。 

２００７年活動報告、２００７年会計報告、監査報告、 
２００８年委員の選出、２００８年活動計画、２００８

年予算案、会則の一部変更、の全ての議題は承認、可決されました。 
会則の一部変更は、第７条１項｢委員会は会長、副会長、会計、委員をもって構成する。三役と委員は総会

により承認され、任期は１期２年とし再任は妨げない。ただし、会長は３期限りとする｣に変更。 
今年度から会長は大下すみ子氏から森本吉彦氏に引き継がれました。 

 
新 役 員 は 次 の 方 々 に 決 定  

     

 
会長 森本吉彦 

 
副会長大下すみ子 

 
副会長 加羅博子 

 
事務局 朝倉隆夫 

 
会計 朝倉清美 

               
２ ０ ０ ８ 年  F F 大 阪 ク ラ ブ  委 員 一 覧  

会長 森本 吉彦 会計 長谷部 純子 催事 細辻 幸子 
副会長 大下 すみ子 会計 古川 マツエ 催事 米井 登美子 
副会長 加羅 博子 広報 四ノ宮 楡里 催事 小林 幸代 
事務局 朝倉 隆夫 広報 市原 稔弘 会計監査 ＊南方 詔夫 
事務局 ＊木原 利幸 広報 ＊池田 政綱 会計監査 木下 暁 
事務局 西谷 美也子 催事 森川 育子 
会計 朝倉 清美 催事 朝比奈 美津子 

＊印の３氏が新委員に 
選出されました。 

                             
  
２００７年１月～２００８年１月の新入会員の方々（敬称略）よろしくお願いします 
山根さつき《堺市》 南方詔夫･多津子《神戸市》 亀岡希望･絹子･右戯《川西市》 
木原利幸《八尾市》 内山充子《京都市》 河井順二《神戸市》 岩見安晃《神戸市》  
山本万亀子《神戸市》 清水利香《神戸市》 福地章･育子《神戸市》 播本隆《神戸市》 
池田政綱《宝塚市》 金山忠夫･順子《枚方市》 岩田幸子《神戸市》 樋口喜代美《神戸市》  
荒木弘章･紀子《箕面市》 樫村昭子《豊能町》 篠原裕子《大阪市》 小泉一到《神戸市》 

訃報 宮城正義さんが 2007年 10月 29日にご逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。 

 

☆ 吉村紀久子、多田ゆかりのお二人が委員を退任されました。長い間お疲れ様でした。 
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インドの暮らしあれこれ 

 今年の３月 24 日からインド Nashiku クラブ（ムンバイの近く）からのアンバサダーを
受け入れるに先立ち、総会の後、日本在住のインド国籍のお二人に「インドの暮らしにつ

いて」の講演をお願いしました。お二人ともユーモアたっぷりの流暢な日本語でお話して

くださいました。以下その要旨をご報告します。 
講演者プロフィール 

Mr. Karl Joseph Coelho（コエロ氏）３７歳，インド国ゴア州生まれ 日本在住１２年，貿易会社勤務 
Mr. Quamrul Hasan（ハサン氏）４０歳台，バングラデュッシュ国生まれ、日本在住１０年以上， 

経営コンサルタント、農学博士 
 総会後の食事会の後半から質疑応答を交えての講演が

スタート、コエロ氏が大変恐縮な面持ちでまず第一に切

り出されたのはトイレのことでした。食事中でのトイレ

の話ということで一同大笑いとなりました。なぜなら、

文化・習慣の違いで一番トラブルになるのが日本のトイ

レの使い方とのこと。彼らインド人はお尻を拭くのに紙

は使いません。水で洗うのです。ウオッシュレットなん

て世界中で日本にしかありません（コエロ氏いわく）の

で、使い方をよく説明しなければとんでもないことにな

ります。トイレがウオッシュレットの水で水浸しになる

こともあるとか。結論として、コエロ氏の推奨は容器に水を入れてコップと一緒に便器のそばに置いておくこ

とが一番とのことです。 
第二番目の関心事は食事です。純粋に肉類を一切食べない厳格なベジタリアンか

ら、ある程度食べる、たとえばヒンズー教で牛肉を食べない人、イスラム教で豚を

食べない人、さらにはあまり厳格に守らない人などさまざまです。ですからこちら

で決め付けるのではなくまず最初に相手の希望を聞いてみるほうが良いようです。

厳格なベジタリアンでも海外に出たら自由に何でも食べる似非ベジタリアンもいる

とのことです。せっかく日本でホームステイする訳ですから、本場日本でしか味わ

えない食材を試したいかも知れません。それでも困ったらスーパーマーケット等に

買出しに一緒に付き合ってもらい彼らに好きな食材を選んでもらうのも手です。日

常の買い物も貴重な体験になるでしょう。 
第三番目はお風呂のこと。インドではほとんどの一般家庭でバスタブはなく、もっぱらシャワーで済ませる

とのことです。もちろん、日本に来たからにはお風呂に入りたい人もおられるでしょうから、温泉気分を是非

味わってもらったらと思います。その際、バスタブの使い方も教えたほうがよいでしょう。たとえば身体を洗

うときにはバスタブから出て洗うとか。 
以上大きく三つの関心事についていろいろアドバイス頂きました。講演の後の活発な質疑応答での一応の皆

さんの共通認識は、「最初に相手の希望を聞いてみることが大事」ということになりました。皆さんのご参考

になりましたら幸甚です。 
 

 大阪クラブ事務局のメールアドレスが変わりました osaka@friendshipforce.jp 
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http://www.friendshipforce.jp/osaka/ 

編集人 池田政綱・市原稔弘・大下すみ子・四ノ宮楡里  

 
 
 
 
2008 年ナシククラブ（インド）受け入れのご案内 

３月２４日(月)～３０日(日)の間、インドからのアンバサダーたちと会員の皆様が交流できる行事です。 
この機会にぜひ参加して、アンバサダーのみならず、会員相互の親睦を図る良い機会です。お誘い合わせの
上、早めに申し込みをされますようお待ちしています。 
 

京都一日バスツアー ３月２６日(水)                            
                             集合時間： 午前１０時 時間厳守 

                        集合場所： JR京都駅西改札口 横 八条西口観光バス駐車場 
観光場所： 二条城、金閣寺、清水寺、（約５時間） 
参加費 ： 会員 ２０００円 非会員 ２５００円 

                                     （ 昼食は含まれていません。各自持参してください。）  
                                     申し込み： 米井登美子まで３月８日までに申し込んでください。 
                                Tel&Fax：075-602-4189  yonei7165japan@festa.ocn.ne.jp 
 
奈良オプショナルツアー ３月２８日(金)       
 集合時間： 午前１１時 時間厳守 
集合場所： 近鉄奈良駅 行基像前 
行き先：  東大寺、春日大社、興福寺など歩いてまわります。体力に合わせて、バス使用、また途中で 

抜けることも可能。東大寺では大仏様の台座まで登らせていただく特別拝観を予定しています。 
参加費：  １５００円（昼食代＋東大寺拝観料） 
申し込み： ED森川育子まで。３月２５日までに申し込んでください。 
      Tel&Fax ：0727-73-1800(９時以降) 携帯：090-3629-1825 ikr-sk88@k8.dion.ne.jp 

 
Farewell Party  ３月２９日(土) 13：30～16：30 (受け付け 13：15～30) 
 当日は会場の関係で１部、２部と場所を変えますが、各会場は大変近くにあります。 
 
第１部 交換セレモニーとナシククラブによる出し物「ガンジープログラム」に乞うご期待！ 
 場所： 宝塚市立国際文化センター 小ホール      
     阪急「宝塚南口」改札口を出てすぐ右のビル、 

サンビオラ１番館の中にあります。 
第２部 お食事と交流 
 場所： 宝塚ホテル「ｻﾞ･ガーデン」第１部の場所から今度は改札口 

左側のビルへ移動します。 
会費： ホスト（アンバサダー１名につきホスト１名） １５００円 
    会員                    ２５００円 
    会員以外                  ３０００円 
        未就学児                   ５００円 
    申し込み： 長谷部純子まで。３月９日までにお願いします。 
    Tel&Fax 078-412-9787  jhasebe@kjf.biglobe.ne.jp 
 

 
 
 
 
 

2008年の予定 
3月 24日～30日 受入れ（インドのナシク・クラブ） 10月後半渡航（ハワイのカウアイ・クラブ） 
10月 2～5日 世界大会（オーストラリア）      秋（日程未定）中部ブロック会議 

編集後記 
＊ 昨年入会で新米の広報担当です。初の挑戦でぎこちなさだ
らけですが、ぼちぼちがんばります。（M） 

＊ 皆様に大阪クラブにより親しんでもらえるように出来る
だけ多くのニユースをお届けしたいと思います。（T） 

＊ 頼もしい男性２人を迎えて、今回から業務分担。今後は新
しい企画や面白いレイアウトなど期待できそうです。（S）

＊ 予想外の積雪もあり、春は遠いような気がしますが、ナシ
ククラブを迎える日は近づいてきます。楽しみ！（Y） 


